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Ⅰ　研究会設置の背景と目的
　１．背　景
・成田線沿線地域は、首都圏の２５～６０ｋｍ圏内に位置し、都心方面への通勤・通学圏として発展してきた地域であり、成田線の輸送力強化及び利便性向上が沿線自治体のまちづくりにとって重要な課題となっている。
・成田線沿線の１１市町村では、昭和５４年に「成田線複線化促進期成会」（以下「期成会」という。）を組織し、全線の複線化を目指し活動を展開してきた。その結果、平成６年にＪＲ東日本から「成田線輸送改善計画（部分複線化計画）」が提案された。しかしながら、その後の利用者数の減少により採算性の見通しが立たないとの理由により、平成９年にこの計画が凍結された。
・その後「期成会」では、複線化を最終目標としつつ、当面の課題である朝ピーク時や帰宅時間帯の増発をＪＲ東日本に働きかけてきたが、利用者が減少している中では沿線住民の悲願である増発の実現に至っていない。
・このような状況を踏まえ、「期成会」では、利用者が減少している中で、増発要望をＪＲ東日本にするだけではその実現は困難であり、増発のための沿線自治体の負担を含めた具体的な提案が必要と考え、平成１７～１８年で「成田線輸送改善調査」に取り組んだ。

・この調査では、最小の施設改良による朝のピーク時の増発（案）として、「成田駅への電留線新設による増発」、「着発線増設による途中駅（小林・安食）折り返しによる増発」、「複線化用地（安食駅）を活用した増発」を取りまとめた。

・取りまとめ後の対応について「期成会」内で協議したところ本沿線地域内で新たな公共交通が開通していることを考慮し、増発のための負担ができる自治体をもって新たに「成田線活性化推進協議会」に組織再編した。そのうえで、事業費や効果を考慮し「成田駅への電留線新設による増発」に絞込み、平成２０年７月にＪＲ東日本に提案した。
・以上の経過を踏まえ、成田駅への電留線新設による増発を含め、成田線の輸送改善を研究するため、成田線活性化推進協議会正副会長自治体とＪＲ東日本で研究会を設置した。
２．研究会の概要
（１）目　的
・成田駅への電留線新設による増発を含め、成田線の輸送改善について研究し、　　　

 考えられる増発（案）をまとめることを目的とする。

　①成田駅への電留線新設による増発
　②昼間時間帯での我孫子～成田間の５両編成運行による増発
　③昼間時間帯での我孫子～成田間のワンマン運行による増発
　④途中駅での折り返しによる増発

・ただし、研究会では、増発実現の可否まで研究するものではない。
（２）研究期間

・平成２０年８月２６日から平成２１年６月１９日
（３）構成員
・成田線活性化推進協議会正副会長自治体
我孫子市、印西市、栄町
・ＪＲ東日本
千葉支社
東京支社
Ⅱ　成田線の現況　
　１．沿線の人口
①総人口　

・本協議会に参加している沿線自治体の人口は、平成２０年１０月１日現在で約４３万人である。自治体別の構成比では、我孫子市の人口が約３２％、成田市が約２９％、印西市が約１５％の順となっている。
・昭和６０年では約３０万人であったが、この間に約１３万人増加し、人口の伸び率は１．４４倍となっている。しかしながら、近年は微増の傾向にある。

〔沿線自治体の人口推移〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
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資料：国勢調査
注）平成２０年は１０月１日現在の住民基本台帳人口。柏市は旧沼南町の人口
②年齢階層別人口　

・平成２０年現在の年齢階層別人口構成は、０～１４歳（年少人口）１３．５％、１５～６４歳（生産人口）６８．３％、６５歳以上（老年人口）１８．２％である。

・平成２０年の生産人口は約２９万人となっているが、総人口に占める生産人口の割合が少しずつ減少しており、少子高齢化の影響と考えられる。
〔沿線自治体の年齢階層別人口推移〕
（単位：人）
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資料：国勢調査
注）平成２０年は住民基本台帳人口、柏市は旧沼南町の人口
　２．輸送状況

①利用者の状況　

・成田線の乗車人員は、ピーク時の平成５年（約３万人/日平均）と比較すると、平成１８年度（約２万３千人/日平均）では約２５％減少している。
・特に、布佐駅、湖北駅の減少が著しく、新木駅と東我孫子駅で増加傾向を示しているが、その他の駅は減少傾向にある。
・平成５年度から毎年減少しているが、近年の減少幅は、少なくなっている　

　傾向にある。
〔乗車人員推移/日平均〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）　
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資料：千葉県交通計画課
注）平成１９年度から、無人駅（東我孫子駅）の乗車人員は公表されていない。
②列車の運行状況

・我孫子～成田間の所要時間は、３８分から５１分で、運行本数は、上り下りとも４０本で、合わせて８０本運行している。

・上野直通電車は、上り１７本、下り１６本が運行されている。
・車両は、常磐線快速電車と共用しており、朝夕の通勤時間帯には１０両編成で、昼間帯には５両編成でも運行している。

・朝夕の直通電車は、常磐線が１５両編成のため、我孫子駅で５両を増結又は切り離しを行う運行形態となっており、上野直通以外の電車は我孫子～成田間の折り返し運行である。

〔現行のダイヤ〕
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資料：平成２１年３月時刻表（平日）
備考：運行間隔時間（上りは成田発、下りは我孫子発）、単位：分
③近年のダイヤ改正の状況

・平成２年３月のダイヤ改正により、朝夕の通勤・通学時間帯に２本増発されたが、それ以降は増発されていない。
・平成１７年７月ダイヤ改正では、データイムでのダイヤがパターン化された。

・平成１８年３月のダイヤ改正では、常磐線のダイヤ見直しとともに成田線の大幅なダイヤ変更が行われた。内容は、データイムを中心に上野直通電車が２３本から３３本に拡大され、また、データイムの我孫子発の下り電車２本を朝と夕の通勤・通学時間帯にそれぞれシフトされる改正が行われた。
〔ダイヤ改正の内容〕
　
[image: image5.emf]改正年月 改 正 項 目 列車本数：上下計（上野直通）

Ｓ62.3 ６８本

Ｓ62.4 ・ＪＲ発足 ６８本

・ＪＲ発足後、初の改正 ７６本

（下り10本、上り１１本）

・１往復増発 ７８本

（下り10本、上り１１本）

・常磐線（上野直通）拡大 ８０本

・朝夕通勤時間帯に増発 （下り1１本、上り１２本）

・１１３系４両編成を１０３系５両編成に置き換え ８０本

（下り1１本、上り１２本）

・Ｅ２３１系５０両投入 ８０本

（下り1１本、上り１２本）

・Ｅ２３１系１３５両投入 ８０本

（下り1１本、上り１２本）

・データイムのパターンダイヤ化 ８０本

（１０～１５時台） （下り1１本、上り１２本）

・常磐線（上野直通）拡大 ８０本

・Ｅ２３１系に統一（１０３系　淘汰） （下り1６本、上り１７本）

元年．3

Ｈ2.3

Ｈ14.12

Ｓ63.3

Ｈ17.7

Ｈ18.3

Ｈ10.3

Ｈ13.12


　
　３．成田線の施設

①路線の概要
・成田線は、我孫子駅と成田駅を結ぶ延長３２．９ｋｍで、中間に８駅があり、すべての駅で行き違いができる構造になっている。

・駅間距離は、最小１．９ｋｍ（布佐～木下）、最大５．１ｋｍ（下総松崎～成田）で、平均は３．７ｋｍになっている。
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295,494 345,211 376,074 385,848 392,400 425,357
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〔成田線の線路略図〕
②成田線の各駅及び周辺施設
・各駅の施設、駅前広場及び周辺施設の現況は、下表のとおりである。

	項　　目
	東我孫子駅
	湖北駅

	ホーム配置
	変則相対式２面２線
	島式１面２線

	駅舎形態
	地上（S25.10.12開業）
	橋上（M34開業、S45橋上化）

	トイレ
	改札内
	あり（車椅子未対応）
	あり（車椅子対応）

	
	改札外
	なし
	なし

	エレベーター
	改札内
	－
	あり

	
	改札外
	－
	あり

	エスカレーター
	改札内
	－
	なし

	
	改札外
	－
	あり

	　駅前広場
	南口
	北口
	南口（整備済）
	北口（暫定）

	駅前広場の乗降施設
	バス
	なし
	なし
	あり
	なし

	
	ﾀｸｼｰ
	なし
	なし
	あり
	あり

	
	一般車
	なし
	なし
	あり
	あり

	駐車・駐輪場
	駐車場
	10台（民営）
	－
	－
	－

	
	駐輪場
	無料160台（公営）
	－
	有料765台（公営）
	有料700台（公営）

	問題点
	・構内踏切を通って列車の乗降している。

・駅員が常駐していない。

・駅周辺に駐車場が少ない。


	・北口広場が未整備であり、路線バスが乗り入れられない。

・車椅子対応型トイレがない。


	項　　目
	新木駅
	布佐駅

	ホーム配置
	島式１面２線
	相対式２面２線

	駅舎形態
	地上（S33.4.1開業）
	橋上（M34.開業、H5橋上化）

	トイレ
	改札内
	なし
	なし

	
	改札外
	あり（車椅子未対応）
	あり

	エレベーター
	改札内
	なし
	あり

	
	改札外
	なし
	あり

	エスカレーター
	改札内
	なし
	なし

	
	改札外
	なし
	あり

	　　駅前広場
	南口（整備済）
	北口（未整備）
	東口（暫定）
	南口（整備済）

	駅前広場の乗降施設
	バス
	あり
	なし
	あり
	あり

	
	ﾀｸｼｰ
	あり
	なし
	あり
	あり

	
	一般車
	なし
	なし
	あり
	なし

	駐車・駐輪場
	駐車場
	－
	－
	11台（公営）無料
	－

	
	駐輪場
	有料400台（公営）
	無料440台（公営）
	有料680台（公営）
	有料640台（公営）

	問題点
	　
　
	・バリアフリー化されていない。
	・東口駅前広場が未整備である。




	項　　目
	木下駅
	小林駅

	ホーム配置
	相対式２面２線
	相対式２面２線

	駅舎形態
	橋上（M34開業、H20橋上化）
	地上（M34開業、T15）

	トイレ
	改札内
	なし
	あり

	
	改札外
	あり
	あり

	エレベーター
	改札内
	あり
	なし

	
	改札外
	車椅子対応型9人乗り
	なし

	エスカレーター
	改札内
	なし
	なし

	
	改札外
	車椅子未対応　上り2基
	なし

	　　駅前広場
	南口（整備済）
	北口（未整備）
	南口（未整備）
	北口（整備済）

	駅前広場の乗降施設
	バス
	あり
	なし
	あり
	あり

	
	ﾀｸｼｰ
	あり
	あり
	あり
	あり

	
	一般車
	あり
	なし
	なし
	あり

	駐車・駐輪場
	駐車場
	－
	－
	－
	－

	
	駐輪場
	無料300台（公営）
	有料1058台（公営）
	有料622台（公営）
	無料450台（公営）

	問題点
	・北口駅前広場が未整備であり、路線バスが乗り入れられない。
	・バリアフリー化されていない。


	項　　目
	安食駅
	下総松崎駅

	ホーム配置
	相対式２面２線
	相対式２面２線

	駅舎形態
	地上（M32.2）
	地上（M34開業）

	トイレ
	改札内
	なし
	あり（車椅子未対応）

	
	改札外
	あり
	なし

	エレベーター
	改札内
	なし
	なし

	
	改札外
	なし
	なし

	エスカレーター
	改札内
	なし
	なし

	
	改札外
	なし
	なし

	　　駅前広場
	南口（整備済）
	北口（整備済）
	未整備
	

	駅前広場の乗降施設
	バス
	あり
	なし
	なし
	

	
	ﾀｸｼｰ
	あり
	なし
	なし
	

	
	一般車
	あり
	あり
	なし
	

	駐車・駐輪場
	駐車場
	民営駐車場あり
	－
	－
	

	
	駐輪場
	無料1400台（公営2箇所）
	無料1740台（公営4箇所）
	無料200台（公営）
	

	問題点
	　
　
	・バリアフリー化されていない。

	・バリアフリー化されていない。



Ⅲ 増発の可能性の検討　
　１．沿線自治体が提案している成田駅への電留線新設による増発（案）
　　・成田線活性化推進協議会では、朝ピーク時の沿線住民の要望が強いことから、この時間帯での増発を研究し、成田駅への電留線新設による増発（案）をとりまとめ、ＪＲ東日本に提案している。提案している増発（案）の概要は、次のとおりである。

（１）増発案の概要
・成田駅構内の現留置線の東側の保守基地線を１線撤去し、電留６番線から分岐する１０両編成電車が留置できる電留線を新設する。この施設改良による増発本数、概算事業費、課題は次のとおり。
ア）増発本数
　　・夜間に下り１本、翌朝の朝ピーク時に上り１本の増発が可能
イ）概算事業費

　　　　・約５億円と想定（沿線自治体で全部又は一部を負担）
ウ）課題
　・車両や乗務員（運転手、車掌）の増、宿泊設備の増設、保守基地線の移転先の調整などが課題である。
（２）検討結果

・成田線の車両（Ｅ２３１系）は、常磐線快速車両（上野～取手間）と共用している。また、乗務員は、運転士が松戸運転区で、車掌が上野・松戸・成田車掌区となっており、常磐線と密接な関係にある。
・車両と乗務員がフル稼働している朝のピーク時に成田線を増発するには、次の２つの方法が考えられる。
1 車両と乗務員を常磐線から成田線にまわす。
2 車両の新造と新たに乗務員を確保する。
・しかしながら、①については、現在の成田線と常磐線の利用状況を考慮すると、常磐線の運行本数を削減し、それを成田線にまわすことは困難である。また、②については、現時点での利用状況を考えれば、ＪＲ東日本の新たな投資は困難である。
・このようなことから、成田駅への電留線新設による朝ピーク時の増発（案）については、中期的な検討課題とした。

２．朝のピーク時を除く増発の可能性
　　ア）課題　
①我孫子発２１時以降の増発

・２１時以降のダイヤは、３０分以上の待ち時間が３箇所ある。

②我孫子発１６時台の増発

・パートや学生が帰宅する時間帯での増発要望がある。
③成田発２２時台の増発

・成田発２２時０５分の次が２２時５９分であり、約１時間の待ち時間がある。

　④昼間時間帯での増発
・時間あたりの運行本数が２本と少ない。

イ）考えられる増発（案）の検討　

　　　　・これらの課題を受け、成田線の輸送改善策としての増発（案）を研究し、考えられる増発（案）をとりまとめた。
　　　　①我孫子発２１時以降の増発
・我孫子着１６時台の入区電車（５両編成）を、我孫子発２１時以降に出区し成田方面へ運転する。
・夜間の時間帯に、成田方面に運転することから、成田駅構内の電留線に留置し、翌日に上り我孫子行きとして運転する。

　（効　　果）
・我孫子発２１時以降の待ち時間が平準化された場合には３０分以上の待ち時間が解消される。また、早朝時間帯の上り電車の増発が可能になる。
（懸案事項）

・乗務員（運転士、車掌）の要員増や成田での宿泊設備の増設となる。

②我孫子発１６時台の増発
・我孫子着１６時台の入区電車（５両編成）の入区を取りやめ、折り返し成田方面に運転し、成田駅の留置線に入区する。

・成田発２２時台に出区し、上り我孫子行きとして運転する。

　（効　　果）

・成田駅での約１時間の待ち時間が解消される。

（懸案事項）

・乗務員（運転士、車掌）の要員増や我孫子での宿泊設備の増設とな

　る。
③成田発２２時台の増発
・②が可能であれば解消される。
なお、上記のいずれの増発（案）も我孫子駅電留線に入区する車両を使用しており、我孫子駅、成田駅での入出区における構内作業及び駅番線使用などについては考慮していない。

　④昼間時間帯での増発

ア）途中駅での折り返し

・現状では、安食駅で折り返しが可能であるが、その他の駅での折り返しは信号設備等が必要となる。

・途中駅折り返しとした場合には、折り返し駅の先は増便の効果の享受がない。
・利用者が少ないことから、昼間の折り返しは効果が少ない。

1） 我孫子～成田間の運行（５両編成、ワンマン化）
・昼間の我孫子駅折り返しは、利用者が少ないことから増発時間帯の絞込みが必要と考える。
・利用者の利便性向上のため、平成１８年のダイヤ改正で上野直通運行としており、上野直通をなくすことは利便性の低下につながる。
・ワンマン化については、専用車両と安全性を確保するための設備が必要となることから、長期的な取り組みとなる。

Ⅳ　まとめ
・成田線と常磐線は、車両と乗務員を共用しており、密接な関係にある。
・増発のためのダイヤ見直しは、成田線単独で行なうことは難しい状況にあり常磐線のダイヤ見直しに合わせて行われている。

・特に、沿線自治体が強く望んでいる朝ピーク時の増発は、車両と乗務員がフル稼働しており、現在の成田線の利用状況を考慮すると増発は困難な状況であり、成田駅への電留線新設による増発案は、中期的な取り組み課題とすることとした。
・このため、朝ピーク時間帯を除き、かつ常磐線への影響を最小限に考慮し、可能性として考えられる増発（案）をとりまとめた。
・とりまとめた増発（案）の実現にあたっては、平成５年以降、成田線利用者が毎年減少していることが大きな課題である。沿線自治体においても、利用者減少の歯止めや利用者増に向けたまちづくり施策が必要である。
・現在、常磐線の東京駅乗り入れが可能となる東北縦貫線事業が平成２５年度完了を目指し進められている。その際には、常磐線の大幅なダイヤ再編が行われると想定される。これを見据え、成田線の増発への取り組みを引き続き進めることが重要と考える。
Ⅴ　会議経過

	開　催　日
	　　　　　　研　　　究　　　内　　　容

	平成２０年８月２６日（火）
	１．研究会の進め方について

　　・研究会の位置づけ

　　・研究内容

　　・スケジュール

	平成２０年１０月６日（月）
	１．成田駅への電留線新設による増発案に対　

　　するＪＲ東日本の見解について

２．自治体側が要望する増発時間帯について

	平成２０年１１月２１日（金）
	１．研究会の進め方について

２．我孫子駅構内の成田線に関わる車両留置

　　について

３．自治体が進める沿線のまちづくりについて

	平成２１年２月９日（月）
	１．成田線沿線自治体が進めるまちづくりの

　　計画について

２．朝ピーク時間帯を除いた増発について

	平成２１年６月９日（火）
	１．研究会報告書（案）のまとめについて

	平成２１年６月１９日（金）
	１．研究会報告書（案）のまとめについて
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